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１．はじめに 

2012 年 8 月 28 日の文部科学省中央教育審議会

（中教審）の答申 1)によれば，「従来のような知識

の伝達・注入を中心とした授業から，教員と学生が

意思疎通を図りつつ，一緒になって切磋琢磨し，相

互に刺激を与えながら知的に成長する場を創り，学

生が主体的に問題を発見し解を見いだしていく能

動的学修（アクティブ・ラーニング）への転換が必

要である」と述べられている．また 2014 年 11 月

20 日の下村博文文部科学大臣から中教審に出した

「初等中等教育における教育課程の基準等の在り

方について」という諮問 2)の中に，アクティブ・ラ

ーニングという言葉が使われた．2014 年 12 月 22

日には「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に
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向けた高等学校教育，大学教育，大学入学者選抜の

一体的改革について」3)という中教審の答申の中で

も，高校における「アクティブ・ラーニング」につ

いて言及された．このように，アクティブラーニン

グへの転換が必要であることは明らかである． 

情報生体システム工学科では，平成 27年度の鹿

児島大学学長裁量経費により「アクティブラーニン

グ推進のための主体的学習支援教材制作・共有環境

整備事業」を推進し，長期的視点を持つアクティブ

ラーニングへの取り組み（図１）として開始した． 

本事業は，本学カリキュラムポリシーに掲げられ

ている「アクティブラーニングの推進」のための主

体的学習支援教材と，教員および学生が教材を作

成・運用できる基盤を整備しつつその運用ノウハウ

を蓄積し，作成した教材の学内での 2次利用を推進

することで継続的に教員の労力を軽減してゆくこ

とが第一の目的である．また，本事業は「専門教育

改革」を推進し，「社会に貢献できる人材育成」お

よび「グローバルに活躍する高度専門職業人の育成」

等の工学分野のミッション達成に寄与することを

第二の目的としている．併せて，「初等中等教育へ

の出前授業」や「公開講座」等の充実により「知の

拠点の役割を果たす」ことも第三の目的とする．特

に，離島との遠隔教育，高大連携，生涯学習等の推

進にも寄与することを目指す． 

本報告では，上述の事業とこれに付帯した現在ま

での取り組みの内容を述べる． 

 

２．教員の資質向上に向けた取り組み（公開

講演会と外部調査の実施） 
 

2.1 公開講演会の実施 

 

アクティブラーニング（Active Learning: AL）

の実施に向けて教員の資質向上を図るべく，3名の

専門家を招聘して下記の 2回の講演会を実施した．  

 

2.1.1 アクティブラーニングの実践方法について

の講演会  

 

 2015年 11月 4日（水）に，広島大学の服巻豊教

授，および，本学教育センターの伊藤奈賀子准教授

を講師として招待し，講演を行って頂いた． 

服巻教授の講演タイトルは「自閉症スペクトラム

  
図 1 情報生体システム工学科の長期的視点とアクティブラーニングへの取り組み 
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障害（ASD）とアクティブラーニング」であり，ASD

が脳機能の障害であること，ASDの学生が苦手とす

ること（同時処理，全体を見通すこと，優先順位等），

および，AL において ASD の学生をサポートする方

法（プランニングをサポートし，的確なサブゴール

を設定すること）についてお話し頂いた． 

伊藤准教授の講演タイトルは「アクティブ・ラー

ニングの実践的課題」であり，グループ学習を実践

する際の具体的なノウハウを，失敗事例や実践的課

題を通じてお話頂いた． 

                 
2.1.2 著作権についての講演会  

 

 2015年 12月 4日（金）に，日本大学の菅野政孝

教授を講師としてお招きし，「ICT と著作権」とい

う演題で講演をして頂いた．AL のための予習用資

料（オンラインコンテンツ）を作成し，ネット上に

アップするときの ICTと著作権の関係について，そ

の実務的な側面を中心に専門的なお立場から話を

頂いた． 

 質問の一つとして，「公表された著作物（あるい

はその一部）を複製して作成した教材をサーバに格

納しておき，授業の履修者に予習のために事前に閲

覧させることは，著作権法に違反するか？」との問

いに対して，VPNなどを用いて大学外からサーバに

アクセスすることは公衆送信の範囲に入るため，

「著作権法に違反する」との回答を得た．よって，

「教材は，複製するのでは無く，オリジナルで作成

することが推奨される」ことを教えて頂いた．               

 
2.2 外部調査：金沢工業大学の視察 

 

 AL を含む教育改革で高く評価されている金沢工

業大学を 2016年 3月 3日に訪れ，懇談会，施設見

学を通じて ALの実態について視察を行った． 

 

2.2.1 懇談会 

 

 金沢工業大学の西誠教授，三嶋昭臣教授，田中忠

芳准教授，工藤知草講師との懇談会を行った．懇談

会では金沢工業大学における ALへの取り組みにつ

いて西先生を中心にレクチャーして頂いた（図

2(a)）．その後，鹿児島大学側より質問をさせて頂

き，活発な意見交換がされた．以下にその一部を記

載する． 

 

Q: 学生同士が教え合うときの教員の役割や手順に

ついて 

A: 科目を設定し，学生にピアチューター（学部 4

年次生と大学院生）の希望を募り配置する． 

A: 教員が一人立ち会う（クオリティ・コントロー

ル） 

Q: ALに向く講義，向かない講義はあるか？ 

A: 「総合力」ラーニングとして，能動的に学習す

る時間を全ての講義で取り入れることになって

いる． 

 

(a) 懇談会 

 

(b) 夢考房 

 

(c) コミュニティ FM FM-N1 

図 2 金沢工業大学視察 
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A: 授業に応じて適した ALがある．数学は教え合い，

物理だと実験をテーマに学生の知識を高める．

その結果，講義と演習の区別が無くなってきて

いる． 

A: 金沢工業大学では，AP事業（大学教育再生加㏿

プログラム）に採択され，「アクティブ・ラーニ

ングと学修成果の可視化の複合型」に選定され

ている． 

A: 物理的な概念について話し合いをさせるだけで

物理が好き，という学生が増えているという統

計データが出ている． 

Q: 特に有効な ALの講義形態は？ 

A: 反転授業，ディカッション，学生どうしの教え

合い，など． 

A: 講義の特徴，得意分野，学生のレベルに合わせ

て，適所適材にするべきだが，パターンはある． 

Q: 学生からの評価は？ 

A: アンケートを実施する．学生からの批判的な意

見もあるが，前向きに受け止める． 

Q: システム開発など提携されているか？ 

A: 各教員が独自で行っている．e シラバスなど作

ってもらっているが，ALの内容については，な

んの制約も無い． 

Q: ALに特に有効な施設・機材は？ 

A: 基本は，カメラとパソコンがあれば良い．教室

については，プロジェクタ，LAN 設備．学生が

全員 PCを持っている． 

Q: コンテンツ作成ツールとして何か特に使用され

ているか？ 

A: ファイナルカット（ビデオ編集ソフト）がある

とよい．映像編集がキーになってくるため． 

Q: 成績評価はどうするか？  

A: 成果物に何％，試験に何％，と分散させた方が

良い． 

A: 成績を標準化しなければならない． 

A: モチベーションは，成績ではなく Teaching 

othersを重視すべき． 

     

今後も引き続き，コンテンツ共有や，鹿児島大学

側への訪問など相互の今後の情報交換，交流を継続

してゆくことで合意し，閉会した． 

 

2.2.2 学内施設見学 

 

 懇談会後，金沢工業大学の特徴的な教育施設を見

学した． 

 

・夢考房（図 2(b)）：夢考房は 2舎あり，学生は多

数の金属・木材・基板加工機械，大判・３Dプリ

ンタ，ミーティング机などが自由に使える．学生

がそれぞれ多数のプロジェクトを自主的に立ち

上げ取り組んでおり，これ自身が ALとして機能

している． 

 

・コミュニティ FM FM-N1（図 2(c)）：野々市市と

のコラボレーションによって運営されているコ

ミュニティ FM．多くの学生が運営に参画してい

る． 

 

その他学生交流フロアや，情報基礎教育研究セン

ター，図書館などを含めたこれらの設備は，学生は

当然無料で利用できるが，さらに地域の人にも安価

で利用可能としている．コミュニティ FMなども含

め，金沢工業大学は地域との強い連携が図られてい

る． 

 AL とは講義内での反転学習やビデオ教材などの

テクニカルな部分も重要ではあるが，夢考房などの

施設の充実による学生のモチベーションの向上や

地域との連携，学生同士で教え合う Teaching 

others（ピアサポートも同様）なども重要な要素で

あり，総合ラーニングであることを改めて認識した．

今回 ALについて学ぶ金沢工業大学での懇談会，施

設見学は非常に有意義なものであった． 

 
３．予習用教材の作成 

 

 以下の科目において予習用教材としてのビデオ

コンテンツを作成した．ここではその概要を報告し，

作成方法や配信方法，それを使った予習，授業の方

法など詳細は，工学部研究報告「アクティブラーニ

ングのための予習用教材の作成」4)において報告す

る． 

 

・応用数学 I演習（1年次後期，必修）： 応用数学

I演習の予習用教材としてビデオコンテンツ 22

本（計 164分 55秒）を作成した(図 3(a))．学生

はこのビデオコンテンツをもとに自ら予習し，演

習時間中は与えられた問題に取り組み，学生自ら

が教え合い，解説をする反転学習を通して理解を

進めてゆく． 

 

・プログラミング序論演習（1年次後期，必修）： 
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プログラミング序論演習の予習用教材としてビ

デオコンテンツ 8本を作成した（図 3(b)）．学修

者は，動画を見ながら入力すれば，取り敢えずプ

ログラムは動くようになっている．しかしながら，

プログラムの意味を理解するには，これだけでは

十分とは言えない．そこで，今回提供する動画で

は，動画の前半で，プログラムで使用するコード

の意味を説明し，後半で，ソースコードの入力を

見せるようにしている． 

 

・情報生体システム工学実験 I（2年次前期，必修）：

直流電気回路の基礎知識に関する予習用教材と

して，ビデオコンテンツを 4本(計 26分 8秒)作

成した（図 3(c)）．また，実験科目で扱う機材

等の使用方法を予習できるように，動画を取り入

れたウェブページを作成した．本ページには，計

測機器等の使い方としてのビデオコンテンツ 17

本（計 77分 37秒）を含んでいる．  

 

・情報生体システム工学実験 III（3年次前期，必

修）： 筋電図・心電図の基礎知識の予習用教材

としてのビデオコンテンツを 4本（計 36分 51秒）

作成した（図 3(d)）．  

 

４． 教室および備品の整備 

 
4.1大人数 AL授業実施に向けた 71号教室の改修 

                         

 反転講義やグループ学習に代表される ALの授業

は，一般的には少人数の学生を対象として実施され

る．一方で，受講生が 100人を超える大規模講義に

おいても，教員による講義の合間に，グループでの

 

(a) 応用数学 I演習ビデオコンテンツ 

 

(b) プログラミングビデオコンテンツ 

 

(c) 電気回路の基礎知識ビデオ 

 

(d) 筋電図の基礎ビデオコンテンツ 

図 3 作成した予習用ビデオ教材 
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議論や演習を挟むことで，学生の理解を深め，主体

的に学ぶ機会を提供できる． 

本学科においても，100名を超える受講者を対象

とした授業において，講義の最中に即座にグループ

学習に移行できるよう，71 号教室の什器の入れ替

えを行った（図 4）．教室後方の床は斜面になって

いるため，稼働机と固定机の併用や斜面への平面ス

テージの設置などの工夫が必要であった（図 4 (c)）． 

什器の入れ替えにより，71 号教室は，通常の講

義形式で 126 席，長時間のグループ学習形式で 80

席，簡易のグループ学習形式で 116席，机の移動を

含む長時間のグループ学習形式で 80席，定期テス

トの形式で 81席が利用可能となった．ここで，簡

易のグループ学習形式とは，奇数列の学生が教室後

方を向くことで，学生同士が向かい合い，議論を行

える形式を指す（図 4 (d)）． 

 

4.2 グループ学習用ホワイトボード 

 

グループ学習における議論の過程で意見を交換

するためのメディアとしてホワイトボードが広く

用いられる．狭い教室のなかで複数のグループがホ

ワイトボードを使用するためには，持ち運びができ

る小型のホワイトボードが望ましい．また，グルー

プ学習の成果をまとめ，発表するメディアとして，

ポスターが好適である．ホワイトボードにポスター

を作成することで，議論と発表の双方の目的でホワ

イトボードを利用することができる． 

以上の要件をまとめると，可搬性を有しつつポスタ

ーとして使用できるサイズであること，および，狭

い教室で利用できるよう，スタンドを備えないこと

が必要となる．このため，壁面に設置すること，お

よび，取り外して使用できるホワイトボードを導入

することとした．72号教室および 73号教室の 2教

室の側面および後方壁面に，それぞれ 14枚，11枚

を設置した（図 5）．72号教室に設置したホワイト

ボードはオカムラに特注を依頼し，ホワイトボード

上方をレールに引っかける構㐀とした．サイズは

1,200mm×900mmまたは 900mm×900mmであるが，強

度の関係で横長方向でのみ壁面に設置可能である． 

73 号教室に設置したホワイトボードは黒板製㐀業

者に特注を依頼した．サイズは 900mm×1,200mmで

あり，ホワイトボード下方をレールで支え，マグネ

ットで壁面に固定する構㐀とした． 

5.3節で後述するが，上記で述べた着脱式のホワ

イトボードは，情報端末とは異なり習熟のスキルを

 

 

(a) 改修前 

 
(b) 改修後 

 

(c) ステージ設置部（通常用：机を下し座席を前向きに） 

 

(d) ステージ設置部（AL用：机をはね上げ座席を後向きに） 

図 4 71号教室の改修 
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要しない，比較的安価である，議論と発表の双方に

利用できる，等の点でグループ学習に適している． 

 

4.3 学生同士の教え合いの場の整備 

 

 情報生体システム工学科棟のデータ資料室（図書

類を保管する資料室）を改修し，学部生・大学院生

の学年を超えた交流や情報交換の場である「ピアサ

ポート室」として整備した．この部屋はまた，予習

用教材を製作するスタジオとしても活用される．具

体的には，床面の整備，エアコンやホワイトボード

の設置，ディスカッションテーブル，デスクトップ

PCや電算機演習室と同等のノート PCの常設等を実

施した．また，安全な運用を配慮し，入退室管理用

のカードキー認証の設置，および，安全面管理面と

ともに学生の自由な入退室を促す窓付きドアへの

交換等を実施した（図 6(a)）． 

この環境を利用し，本学科有志による「プログラ

ミング同好会」が中心となり，学部生・大学院生に

よる講義に役立つプログラミング等を学ぶ集まり

を毎週定期的に実施するなど，ALを側面から支援

することに成功した．また，平成 28年度（前期）

は，学生らが自主的に，ピアサート活動を 5回行っ

た．そのうち 4 回がテスト対策，1回が実験に関す

るアドバイスなど，学生の要望を聞きながら後輩の

学習や履修に関する相談・指導を行っており，自ら

学ぶ ALの実施に役立った（図 6(b)）． 

また，講義で電算機演習室が使えない場合に，こ

れまで学生は作業途中でもそれを中断して退出し

なければならず，また，学生用フリースペースも無

い状況であった．ピアサポート室を作成し，そこに

電算機演習室と同等の PCとネットワーク環境をセ

ットアップしたことで，学生が自主的に課題やレポ

ート作成などを途切れなく実施可能な体制を確立

することができ，ALの実施に大きく寄与した． 

 

4.4 グループ学習用 ICT設備 

 

 近年，グループ学習におけるタブレット型端末の

利用方法についての検討や実践が広く行われてい

る 5),6),7)．タブレット型端末は情報収集や共有に適

している一方で，資料やプログラムの作成には従来

のノート型の端末が適している．このため，双方の

目的で利用が可能な 2in1型のコンピュータ（2in1 

PC）を導入した．画面サイズや形態の異なる 4種の

計算機 8台を導入した． 

 

(a) 72号教室に設置されたホワイトボード 

 

(b) 壁面から取り外して使用している例 

図 5 グループ学習用ホワイトボード 

 

 

(a) ピアサポート室 

 

(b) ピアサポートを行っている様子 

図 6 学生同士の教え合いの場の整備 
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 また，リアルタイムの集計機能を持ったシステム

の一部であるクリッカーについての調査及び検討

を行った．授業やセミナーを双方向対話型にするた

めに米国の大学で普及している情報通信技術（ICT）

の１つである「クリッカー」の日本の大学での導入

事例や ALへの活用に関する論文 8)を調査した． 

 クリッカーとしては，自作クリッカー9)や携帯電

話やタブレット等のモバイル端末をクリッカーと

して活用するオープンソースのクリッカーシステ

ムの提案と試作 10)などの事例があるが，本学を含

め日本の大学でのクリッカーを導入した授業は，米

国ほど実施されていないことがわかった．また，本

学の教育センターの伊藤奈賀子准教授に，鹿児島大

学でのクリッカーの導入事例として，本学医歯学域

歯学系の田口則宏教授が講習会等でクリッカーを

活用されていることを伺った．田口則宏教授から講

習会での導入事例について教えて頂き，所有されて

いるクリッカーを１ヶ月間借用し（図 7），パワー

ポイントに組み込んだ簡単なデモを作成した．検証

の結果，平成 27年度の導入は見送ることとなった．  

 

５．反転授業の実施 

 

 大講義形式の授業（情報生体システム工学基礎，

1年次前期，100名弱），演習形式の授業（応用数学

I演習，1年次後期，100名弱），中規模の講義形式

の授業（人工知能，3年次前期，約 40名），および，

少人数グループ制の実験科目において，反転授業を

行った． 

 
5.1 大規模必修科目 

 

5.1.1 情報生体システム工学基礎 

 

AL は今後に向けて必須の取り組みであることに

間違いないが，「情報生体システム工学基礎」は初

年次必修，かつ，前期に開講する科目であるため，

AL（特に予習を前提とした反転授業）を実施するに

は対象学生への動機付けが相当に困難な状況にあ

る．すなわち，現状において高等学校までの一般的

な授業においては受動的な授業が主体である．換言

すると，受験勉強という制約の中で，大学入学以前

の学生の成功体験は，「主体的な議論によって，相

互に教えあい，より抽象的な概念の獲得を行う（す

なわち，本質を理解する）」ことよりも「個人個人

で勉強に励み，個別の問題に対する解答を理解し，

その結果として個人が試験で好成績を獲得する」こ

とによって醸成されていると考えるのが自然であ

る．このような状況で ALを実施すると，当然反発

する学生も現れることが予想された．加えて，講義

室の状況も従前のままであったので，ホワイトボー

ドなどを活用した先進的な取り組みは行うことが

出来なかった． 

 このように，導入のメリットとデメリットが拮抗

する状況ではあったが，従来の状況を放置すれば，

学生がより高学年に進級するまで主体性に気付く

きっかけを与えることができない．そこで，昨年度

（平成 27年度）より実施に踏み切り，今年度で２

期の授業を実施した．なお，学習に配慮を要する学

生には事前に申し出る様にシラバスにも記載した．

また反転学習にあたっては，自分で資料をまとめる

ことを重視し，ビデオ等による予習ではなく，教科

書をノートにまとめる形式を採用した． 

 また，困難な状況を少しでも改善するために，以

下の対策を行った．まず，「初回に主体性をもった

学習の意義」について解説を行った．具体的には，

平成 26年度鹿児島大学トップセミナー（講師：安

西祐一郎氏；日本学術振興会理事長（当時））等の

資料を参考に，大学入試改革が 2020年に予定され，

若い世代の教育が根底から変化し，主体性をもった

人材の育成に主眼が置かれていること 3)，などを丹

念に解説した．つぎに，多少形式的な面はあるが，

予習の義務付けを行い，毎回授業の開始時に TAに

よるチェックを実施した．これは，JABEE-日工教共

催「国際的に通用する技術者教育ワークショップシ

リーズ第４回（2014 年 11 月開催）」おける示唆を

参考にしたものである．さらに，今年度は，授業の

直前に TAによる個別サポートも追加して実施した． 

 上述の様に考え得る対策を取ったが，効果は万全

ではなく「一部の予想通りの効果とかなり予想外で

対応が難しいと考えられる効果とが併存した」とい

うのが今年度の授業を終えた後の感想である。まず，

 

 

図 7 本学歯学部所有のクリッカー（中央右） 
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予想された効果としては，一般的に言われているよ

うにポジティブな学生は学習意欲も高まり好成績

を残していると推察できる．しかし，一方で，受動

的な学習に慣れ親しんだ学生にとっては，「考える

作業」が教員の想像を超えるほど困難な作業になり

つつある実態を窺うことができる．具体的には，今

年度実施した受講者からの授業評価アンケートの

中には，前述の学習の意義や社会に出てからの重要

性を繰り返し説明したことに対して「教員が授業と

は関係ない話ばかりする」，また，反転学習をする

こと自体を「教員の授業放棄，もしくは，怠慢」と

いった反応で返す自由記述が散見されるようにな

った． 

 AL に限った問題ではないが，特に今年度におい

ては学生の「生きる力」の２極化が進んでいると考

えられ，学生の注意力（物理的な視野を含む）や抽

象的概念獲得の困難性といった問題が浮上しつつ

ある．図 8に工学部の学生係の入口に掲示された象

徴的な掲示を示す．多くの新入学生が単なる注意書

きには全く気付かず入室をくりかえしたため，時間

に応じてドアの正面に２重に注意書きを掲示する

措置が今年度から講じられた． 

 現状では，通常の一教科で ALの意義を説明する

には限界がある．今後に向けては，2020 年に予定

されている入試改革 3)を待つことなく，キャリア教

育等を含めて入学当初にまとめて学生のモチベー

ションの転換を図るための教育を実施することが

急務であると考えられる． 

  

5.1.2 応用数学 I演習 

 

 応用数学 I演習では，3章で述べた予習用ビデオ

コンテンツを用いた反転学習を実施した（履修登録

者 97 名）．反転学習は予習，演習，復習の「3 習」

で構成される． 

予習は次回の授業のホームページ上に掲載され

ているビデオコンテンツ（図 3(a)）を元に行う．1

回の授業につきビデオは 2～3本で 1本 5～10分程

度である．予習は各自ノートに行い，自分がどの程

度予習を実施できたかセルフチェックを行わせた．

学生のノートは中間・期末時に教員がチェックする．

全授業終了後，無作為に抽出した学生 6人にアンケ

ートを取ったが，予習にかかった時間は概ね 1時間

～1時間 30分程度であった． 

演習は実際の授業時間であり，この時間は教員が

課題を与え学生は予習してきた知識のもと解答す

る．解答解説も学生有志が教壇に立って行い，

Teaching othersを実践した（図 9(a)）． 

復習はホームページ上に掲載されている課題を

ノートに解くことで行い，理解した知識の定着を図

った．予習と同様セルフチェックを行わせた． 

さらに中間・期末時にはグループワークを採用し

た．中間時は微分方程式に関する問題をチーム対抗

のクイズ形式で行った．時間がかかる，初戦で負け

てしまうと後が暇になる，など問題点も多くあった

が，ゲーム感覚で楽しめ，チーム内で微分方程式に

ついて教え合うなど，学修効果もあったように思わ

れる．期末時はそれぞれ数学のテーマを与え学生自

身にビデオコンテンツを作成させた（図 9(b)）．こ

のコンテンツ作成は与えられたテーマの学習にな

るだけでなく，PC のアプリケーション活用の習熟

といった 2次学習の効果もあった． 

授業の評価は学生自身が自分でどれだけ勉強し

たかノートによる自己評価，教員のノート評価，演

習の解説にどれだけ貢献したか，中間・期末時のグ

ループワークにおける役割などで，総合的に行った

（単位取得者 91名，取得率 94％）．しかし，評価

に関して 2.2.1の金沢工業大学との懇談会でも議

論されたが，評価の標準化・客観化が必要であり，

やはり試験が必要であろうということであった．来

年度以降は試験も実施し，反転授業の効果を検証し

てゆくことが求められる． 

 

5.2 実験科目 

 

 実験科目では情報生体システム工学実験 III テ

ーマ C 生体計測において以下の取り組みを行った． 

 

5.2.1 筋電図・心電図 

 

 筋電図・心電図実験は，筋肉の収縮時に発生する

電位変化を計測，観察することで，生体の制御機構

の基礎を学び，理解することを目的とした実験であ

る．筋電図実験では上腕二頭筋三頭筋の筋電図を観

察することで拮抗筋現象，同時活性化現象を理解し，

さらに電気刺激を用いて神経の信号伝達㏿度の計

測を行った．心電図実験では，心電図計測とともに

心音の計測も行い，心臓が血液を循環させる機構に

ついて学ぶ．それぞれ実験は 3～4名のグループで

行った． 

 本実験では予習用ビデオコンテンツ（図 3(d)）

を用いた反転学習を実施した．予習ができているか
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チェックのため，実験開始前に教員が各学生に簡単

な質疑応答を行った．予習ができていなかった場合，

その場でビデオコンテンツを参照しながら予習を

やり直させたが，そのことを事前に周知していたた

め，実際にやり直させた学生は少数であった．後述

するアンケートによると学生が予習に費やした時

間は 2時間程度であった．生体計測では新たな専門

的な単語，事項が多く，数学などと比較して予習に

時間がかかったと思われる． 

 予習チェック後，上述の実験計測を行い，実験結

果についてプレゼンテーションをしてもらった（図

10）．プレゼンテーションはプロジェクタを用いて

10 分間，教員と TAを交えた質疑応答を 10分間行

った． 

プレゼンテーションの作成には 4.4 で述べたグ

ループ学習用 ICTの 2in1 PCを用いた．プレゼンテ

ーション作成時の実験結果に対するディスカッシ

ョンが実験に対する理解をより深めたと思われる． 

実験全体のおおよその所要時間は，予習チェックに

30分，実験計測に 1時間 30分，プレゼンテーショ

ン作成に 2時間，発表に 1時間の合計約 5時間であ

った． 

 最後に予習用ビデオコンテンツや反転授業につ

いて，2in1 PCの使用感についてなどアンケートを

行った．原稿執筆時においてアンケートの詳細な分

析は終了していないが，今までにない授業形態は学

生にとって新鮮に感じられると概ね肯定的に受け

止められているようである．そしてこのアンケート

の詳細な分析から反転授業の改善点，今後の方向性

が示唆されるものとして期待している． 

 

5.2.2 眼球運動計測 

 

眼球運動計測実験は，専用の赤外線カメラ式眼球

運動計測装置を利用して，人間の心的状態を反映す

る眼球運動（視線）の軌跡を計測，記録することで，

生体計測に必要な知識と経験を身につけることを

目的とした実験である．具体的な実験内容は，複数

の画像の中からランダムに選択された 1 枚の画像

をスクリーン上に 10秒間表示して，その間の被験

者の眼球運動を記録し，そのデータを分析して眼球

運動の軌跡をグラフにまとめるというものである．

1回の演習の参加者は 7～8名であった．3～4名の

2グループに分けて実験を行った．各参加者は実験

者と被験者を 1回ずつ担当した．実験者は，装置の

操作，被験者への教示，データの分析など，計測に

 

図 8 学生係のドアの掲示（昼休み中） 

 

 

(a) 学生による解説 

 

(b) 学生作成のビデオコンテンツ 

図 9 応用数学 I演習における AL 

 

 

図 10  実験におけるプレゼンテーション 
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必要な全ての手続きを実施した．被験者は実験者の

指示に従ってデータの収集に協力した． 

眼球運動計測実験での ALの取り組みとして，デ

ータの結果と考察についてのディスカッション，お

よびそれらの発表と質疑応答を行った．具体的には，

まず，グループ全員がデータの取得と分析を完了し

た後，各自のデータに対して，眼球運動の特徴的な

部分など実験の結果と，そのような結果が得られた

原因についての考察を行い，グループ内でディスカ

ッションした．次に，もう一つのグループに対して，

各自が眼球運動計測の結果をプロジェクタで映し

て結果と考察を発表した．その際，聴き手側のグル

ープは原則全員が質問し，発表者はそれに対する回

答を行った．質問や回答の内容が不明瞭であったり

適切でなかったりした場合は，教員や TAがその都

度フォローした．実験全体のおおよその所要時間は，

実験の説明に 30分，グループ全員のデータ取得と

分析終了に 2時間，ディスカッションに 1時間，発

表に 1時間の合計 4時間 30分であった．全員の発

表終了後，AL についてアンケートを実施した．そ

れによると，「自分だけでは思いつかない考えや意

見が出て考察を深めることができたので，ディスカ

ッションや質疑応答の重要性に気づくことができ

た」，「自分の意見を相手に分かりやすく伝えるため

に注意すべき点に気づくことができた」などの意見

が多く見られた．このことから，上記のような AL

の取り組みによって，受動的な演習では経験が困難

な内容を学習する機会を提供できたと評価できる． 

                         

5.3 選択科目： 人工知能 

 

3年次前期を対象とした専門科目である「人工知

能」において，反転授業およびグループ学習の導入

を試みた．基本的な内容については事前に予習を行

い，授業時間中はグループ学習とその成果発表のみ

を行う反転授業の形をとった．なお，事前学習用の

教材は特に作成せず，学生が各自で調査と学習を行

う形とした．各グループに 4.2で述べたホワイトボ

ードを 1枚，および，4.4で述べた 2in1 PCを 1台

貸与し，各学生が持つスマートフォンの利用も許可

した． 

 講義の内容は，人工知能の主要な要素技術につい

ての調査，および，それらの基本的な計算手順の理

解の 2種類とした．また，全 15回の講義のうち 11

回をグループ学習にあて，前半 7回はホワイトボー

ドにポスターを作成して発表し，後半 4 回は 2in1 

PC を用いてプレゼンテーション形式で発表を行う

ものとした．ポスターで発表を行う際は，以下の 2

通りの形式を試みた． 

(1) 全体発表：ポスターをカメラで撮影してプロジ

ェクタでスクリーンに投影し，プレゼンテーシ

ョンのように発表を行った． 

(2) ポスターツアー: 一般的なポスターセッショ

ンのように，教室各所でポスター発表を並行し

て行った（図 11）．このとき，グループ学習の

際のグループを横断する形でポスターツアー用

のグループを作成し，全員が発表を行う形とし

た．  

 毎回の講義の最後に，グループ内で相互評価を行

うこととした．このとき，自分自身を含めてグルー

プ内のメンバに持ち点を配分する形で評価を行わ

せた．作成したポスターおよび予習内容は，スマー

トフォンのカメラで撮影し，moodle にアップロー

ドするよう指示を行った． 

以上のような形式で実際に授業を行ったところ， 

担当教員の想像以上に，受講者が積極的に予習や発

表に取り組んでいたことが印象的であった．授業最

後の全体発表の際に発表を募ると，1/3から半数程

度のグループが自ら発表したいと名乗り出るほど

であった．また，授業の早い段階で学生が予習の重

要性に自ら気がつき，以後の授業で予習内容が充実

してゆく様子もみられた．特にアルゴリズムの挙動

の理解の際にグループ学習の効果が高かったよう

であった． 

受講者による授業評価アンケートの自由解答欄

をみると，ホワイトボードを用いたポスター発表に

ついての授業形態を高く評価する声が多かった．こ

れは，特別な技術がなくとも図やグラフを描けるこ

と，複数の学生が同時に作業を行えること，議論を

する過程でも役に立つことなどが理由であった．逆

に，情報生体システム工学科の 3年次の学生であっ

ても，グループ学習の結果を限られた時間内でプレ

ゼンテーション（スライド）形式にまとめることは

難しいようであった．また，「通常の授業よりは理

解しやすかった」「予習が重要視されていたので，

通常の講義に比べて，記憶に残りやすかった」など，

授業内容の深い理解や定着度の高さについてのコ

メントもみられた．以上のことから，40 名程度の

専門的な選択科目では，AL 形式の授業の実施も比

較的容易であり，効果も高いと考える．効果の定量

化は今後の重要な課題である． 
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６．外部機関との連携 

 
6.1 高等学校との連携 

 

 当学科では，各種施策への支援や出前授業等を通

じて，高等学校との連携を強化している．まず，ス

ーパーサイエンスハイスクール（SSH）関連では，

平成 27年度および平成 28年度において，鹿児島県

立錦江湾高等学校の研究支援を継続中である．つぎ

に，平成 28年度においては，スーパーグローバル

ハイスクール（SGH）関連では鹿児島県甲南高等学

校の活動支援を，中高生の科学研究実践活動推進プ

ログラム（科学技術振興機構）関連では鹿児島県立

国分高等学校の研究支援を，各々実施中である．さ

らに，上述の高等学校を含めた県内の高等学校への

出前講義等の機会をとらえて，高校生への主体性を

持った学習への啓発活動も実施している． 

また，教員間の高大連携に関しては，鹿児島純心

女子高等学校の教員との ALについての意見交換会

を継続的に実施する取り組みを開始した．今後，さ

らに意見交換の場を各方面に拡大してゆく予定で

ある． 

さらに，上述の２点の取り組みの結果，高校教員

と生徒の双方を対象に科学的な研究の取り組み方，

論文のまとめ方，および，プレゼンテーション資料

（ポスターおよびパワーポイント）のまとめ方を総

合的に指導する必要性があることが明らかとなっ

た．そこで，少なくとも今年度中に 2校（鹿児島県

立国分高等学校，鹿児島純心女子高等学校）におい

て講演会を開催する予定である． 

最後に，島嶼部との連携に関しては，2016 年 1

月に奄美大島に位置する鹿児島県立大島高等学校

を訪問し，連携を深めることとなった．2016年 10

月には出前講義を行うことが決定している．さらに，

将来的にはネットワークを通じて出前講義を行う

こととなった． 

 

6.2 高等専門学校との連携 

 

 鹿児島工業高等専門学校（鹿児島高専）との教育，

研究双方の面での連携を開始した．従来，高専では

大学評価・学位授与機構を介して専攻科の学生に対

して学士の学位を授与していたが，平成 27年度よ

り高専自体が学士の学位の審査および授与を行え

るようになった．その一方で高専の研究面での強化

が必要となっている．本学が持つ研究面での強みを

活かして鹿児島高専との共同研究を推進しつつ，高

専側が持つ教育面でのノウハウを学ぶ等，互いの発

展に向けて連携を強めることとなった． 

具体的には，教育面では非常勤講師雇用を通じた

授業実施とノウハウの交換，研究面では，本学科研

究室見学会の開催，インターンシップの受入れ，教

員間の研究交流会等を実施した． 

 

6.3 教員免許状更新講習内容の刷新 

  

 教員免許状更新講習の内容を図 12に示すように

刷新し，2016年 8月 25日に実施した．これは，本

学科の特色を活かした専門的かつ横断的な内容を

平易な解説で供することに加えて，本学科の特徴的

 
図 11 ポスターツアーの様子 

 

「視覚の機能解明～細胞レベルから心理レベルまで～」 

 

内容：「百聞は一見に如かず」のことわざ通り、私たち人間は

生活を送るうえで多くの情報を視覚に頼っています。また、一

見単純に見える「目で見る」という行為は、実は複雑な脳内処

理の結果によるものです。そこで、本講習では、まず、生体レ

ベルで、(1) 網膜と脳の相互関係、(2) 脳内での情報処理の流

れ、について解説します。つぎに、 (3) 心理学的知見のヒュ

ーマンインタフェースへの応用、(4) 最近話題の人工知能との

関連も踏まえたコンピュータビジョンへの応用、について紹介

します。 

 

講義１「網膜と脳の相互関係」 

講義２「脳内での情報処理の流れ」 

講義３「心理学的知見のヒューマンインタフェースへの応用」 

講義４「コンピュータビジョンへの応用」 

図 12 教員免許状更新講習の実施内容 
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な教育研究内容を県内外の中学校，高等学校の理系

教員に周知することを意図している． 

 受講者を対象とした事後アンケートや感想文に

は，専門的な内容にも拘らず「大いに興味が持てた」

との感想が多く，また，「生物や工学などの分野に

分けずに理解することが大事だと実感した」，「進路

指導に役立てたい」等の回答があった．また，受講

者を通じて出前講義の依頼があり，今年度中に少な

くとも 1校（宮崎県立都城泉ヶ丘高等学校）におい

て出前講義を行う予定である．以上のように本講習

を通じて，本学科の魅力を理解して頂くことができ

たと考える．  

 

6.4 地域産業界との連携 

 

 本報告書の冒頭にも述べた通り（図 1参照），今

後，長期的視野に基づいた地方人材育成が欠かせな

い．このため，一般社団法人鹿児島県情報サービス

産業協会とも連携して在校生向けの啓発活動等を

積極的に行ってゆく予定である．  

 

７．おわりに 

 

 本報告では，情報生体システム工学科で平成 27

年度に開始し，本年度も継続して展開・実施中の

AL への取り組みの詳細を述べた．今後も本学科で

は，AL を積極的に導入し，グローバルに活躍し社

会に貢献できる高度専門職業人の育成を継続する．

そのために，従来型講義の問題点を洗い出し，さら

に ALを推進させてゆく予定である．長期的視点で

は，本学科卒業生が社会の中で主体的かつ積極的に

成長し力ある人材になって，出身地に戻ってくるよ

うな地方人材育成につなげてゆく所存である．  
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